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ての幼稚園 35ヶ所と保育園 192ヶ所の合計 227ヶ所
に依頼をし，191ヶ所から回答を得た．回答率は
84％である．そして 686 人の保育者による回答を得
た．内訳は男性保育者 36 人，女性保育者 650 人で
あり，年代別では 20 歳代 184 人，30 歳代 215 人，




者１人，女性保護者 202 人であり，年代別では 20
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図５　どなり声が観察される状況



























































































































































































































　図 13 および図 14 で示されるように，保護者は子
どもの集団歌唱時の歌声を「どなり声」として受け
とめていない．言い換えれば，「どなり声」で歌っ
ているという意識がないのである．むしろ，子ども
の声は大きな声でなければならないという意識が非
常に強く，保護者は子どもの歌声には大きな声を必
然的に求めている．具体的には，「子どもが一生懸
命に歌っていてほほえましい」「元気があってほほ
えましい」「子どもらしくて元気でよい」「子どもた
ちが喜んで楽しめているのならよい」「人前で大き
な声で歌う経験をしてほしい」「どのような声であ
ろうと，大声を出すことは自分を表現する基本であ
る」「子どもなりの表現である」「歌うことの楽しさ
が感じられればよい」と受けとめられている．した
がって，保護者は「どなり声」を肯定的に捉えてい
るのである．さらには，「どなり声」の指摘はあく
までも専門家の意見とし，「どなり声」という表現
に対して多くの反論も示された．加えて，今回の質
問紙調査実施まで子どもの「どなり声」に対する意
識がなかったことや，「どなり声」という認識を初
めて持ったことが示されていた．このように，保護
者と研究者の間には，子どもの歌声をめぐって見解
の相違があることが明らかとなった．
　さて，「どなり声」は音楽教育において大きな課
題であるが，はたして音楽的側面以外にも何かしら
要因が横たわっているのではなかろうか．
　そこで，集団歌唱において「どなり声」が観察さ
れる４，５歳児の心理的発達に着目したい．
　まず，この時期は対人関係が変化する．３歳頃ま
では母親，家族，保育者あるいは大人との関わりの
中で成長発達し，４，５歳児になると対象が一対一
の大人ではなく，対人関係が変化して他児と関わる
ようになる．つまり，大人から子どもに対人関係が
シフトする時期である．子ども同志の関わりに変化
した中で，他児に認められるために，友だちに関心
を持っていくようになる．この背景において「どな
り声」を出すことが推測できる．他児と関わり，集
団あるいは仲間の中で自分を意識し，自己を意識化
していく．自己を肯定化していくのである．
　さらに，「どなり声」は他児と競い合って歌うこ
とが観察されるが，これは５歳児頃になると対人行
動で自分の優位を示そうする欲望が強まり，競争意
識として動機づけされることが考えられる．子ども
たちは競争することによって，他児の存在を認識し
て集団の中で自己を外面化していくのである．また，
「～したら～になる」という因果関係を発見してい
く時期でもあり，自我としての「どなり声」になる
ことが考えられる．
　また，５歳児の特徴として，共通のイメージを持っ
て遊び，協調を意識しながら目的に向かって集団行
動をすることがあげられる．したがって，集団歌唱
時にはこの集団の力が大きく作用していることも考
えられる．そして，仲間意識が発達し，自分も集団
の一員であるという意識から「どなり声」を出しや
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すいことも考えられ，この現象は男児によく観察さ
れる．さらに，日本は同一年齢保育が一般的である
ことから，そのために ｢自分は～できる｣ という子
どもの自己意識から競争意識が強く表れやすいこと
も指摘できる．したがって，５歳児頃は対人関係に
おいて他児との関わりを顕著に意識し，さらには競
争意識の中で他者との相互的な交渉をしながら成長
していると言える．また，集団および仲間意識が強
い時期である．
　このように，子どもたちが「どなり声」で歌う背
景には子どもの心理発達と密接に関連していること
が認められる．子どもたちは他児との関わりにおい
てどなる．他児に認められたいという心理において
どなるのである．さらに，他者との関係が広がり，
同時に自我の形成をする．この自我の発達過程にお
いて子どもたちは「どなり声」として表現している
のではなかろうか．その結果として，子どもたちは
どなる自分を「かっこよい」と捉えているのである．
つまり，自己の外面化をしているのである．したがっ
て，集団歌唱における「どなり声」を子どもの発達
過程における対人関係の自己意識化による表出行動
であり，自我を表象化した声であると筆者は定義し
たい．
　以上，今回の調査において，保育者は「どなり声」
を問題であると認識しながらも成長過程の表れとし
て「どなり声」を容認し，「どなり声」を否定しな
い現状が明らかとなった．一方，保護者は「どなり
声」を子どもらしい声として受け入れていた．した
がって，保育現場，保護者と研究者との間には子ど
もの歌声に関して見解が相違しているのである．
５　今後の課題
　「どなり声」が音楽教育の分野で注目されてきた
ことは述べた．ところが，「どなり声」の現象には
子どもの成長発達の要因が含まれており，この関連
性についてさらに究明しなければならない．このこ
とは，保育における発達をどのように捉え，保育の
場での育ちにおいて「どなり声」をどのように受け
とめなければならないのかという課題である．
　さらに，本調査結果において保育現場および保護
者の子どもの歌声に対する意識が明らかとなったか
らには，保育者および保護者の「どなり声」に対す
る意識化も今後の課題として考えられる． 
　本研究においては子どもの歌唱行動の本質をあく
までも「どなり声」ではない声とした．しかし，子
どもの心理発達との関連は排除できない問題であ
り，「どなり声」となるプロセスをふまえた歌唱指
導のあり方を問うことが必要ではなかろうか．した
がって，幼児の歌唱指導を検討するうえで，今後は
幼児の歌唱行動をふまえた方法論を導かなければな
らない．
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